


ロック画面、通知センターに通知表示することができます。
スマートフォンの設定アプリ内、        空気圧センサーをタップし、表示内容を変更してください。



https://apps.apple.com/jp/app/%E7%A9%BA%E6%B0%97%E5%9C%A7%E3%82%BB%
E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC/id6476663875

App Store でダウンロード

Google Play でダウンロード

iPhone は App Store、Android は Google Play ストアを選択してください。 
※アプリの検索、アプリのダウンロードは、モバイルデータ通信、Wifi での通信が必要になります。

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.malide.tpmsconnectja&hl=ja&gl=US

https://apps.apple.com/am/app/%E7%A9%BA%E6%B0%97%E5%9C%A7%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC/id6476663875
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.malide.tpmsconnectja




※送信センサーを装着の際、バルブに水分が付着した状態で装着すると、送信センサー
　が故障する恐れがあります。装着部をしっかりと乾燥させてから取り付けてください。

※送信センサーをしっかりとタイヤのバルブに装着されていないと空気が漏れます。

※締め付けが緩いと送信センサーの脱落の原因
　になります。







走行中又は、ガレージに保管中のタイヤの状態により、異常があった場合、アラームでお知らせする機能です。



フロントタイヤ、リヤタイヤの各設定バーを左右にスワイプして、
ハイプレッシャー（高空気圧）、ロープレッシャー（低空気圧）アラーム、
高温度アラームを設定します。

ハイプレッシャーアラーム (上限設定 )
ロープレッシャーアラーム (下限設定 )









純正タイヤの指定空気圧は車両のスイングアーム、又はチェーンガードに表示されてい
ます。または、車両の取り扱い説明書をご確認ください。本製品はPsi の単位表示はで
きません。車両の取り扱い説明書を参考にしてください。

降雪エリアでご使用の場合、融雪剤が送信センサーとナットに固着して送信センサーが
外れなくなる可能性がございます。定期的にエアバルブから送信センサーとナットを外
し、融雪剤、その他の汚れを取り除いてください。

お買い求めの際は、送信センサーに電池が入っておりますので、そのまま利用いただけます。
専用アプリで画面上に表示される電池交換のマークが表示されたら、全ての電池を交換する
ことをおすすめします。



●本製品は無理な操作 · 使用すると正常に動作しなくなる場合があります。●本製品はタイヤのバースト（パンク）
を防止するものではありません。万がーバーストしても弊社は一切の責任を負いかねます。●本製品は一般公道での
使用を前提に設計されており、サーキット走行等の過酷な条件下でのご使用はご遠慮ください。●本製品は、二輪車
用のため、四輪車、三輪車などには対応しておりません。●走行中でのスマートフォンの操作は大変危険です。絶対
におやめください。●本製品はセンサー電池の寿命を長くするため（電池の使用量を抑えるため）、一定時間（約 10
分程度）停車状態が続くと、省電力モードになります。省電力モードは本機を取り付けた車両が時速 20km 程度以
上になると自動的にセンサーからのデータ送信を行い、データの更新を再開します。●タイヤの空気圧と温度は、天
気や時間、走行する道路のコンディションによって異なります。特に運転直後の空気圧、温度が変動することは、通
常の現象です。·タイヤ圧力は時間の経過によって自然に減少していくものであり、その減少は本製品とは無関係です。
●振動などで送信センサーが外れないようにしっかりと取り付けてください。日常点検や定期点検、送信センサーの
緩み、タイヤの目視による確認を併用して頂くようお願いします。●送信センサー取り付け時はセンサーを奥までしっ
かりと締めてください。ただし、きつく閉めすぎるとバルブやセンサーのゴムパッキンに損傷をきたすことがありま
すので十分に気をつけて設置してください。●センサーの電池の蓋はねじ山に対してまっすぐであることを確かめて
閉めてください。斜めに曲がったまま閉めると蓋が閉まらなくなる場合があります。●センサーの設置完了後、セン
サー部から空気が出ないことを石鹸水などを使用して確認してください。

●本製品は国内電波法に適合しておりますが、ご使用前に以下の事を確認してください。本製品は 2.4GHz 帯域の
電波を使用しています。本製品を使用する上で無線局の免許は必要ありませんが、以下の場合や製品の近 くでは使
用しないでください。病院内 · ガソリンスタンドなど引火性ガスの発生する場所 · 電子レンジ · ペースメーカーなどの
産業 · 科学 · 医療用機器、自動ドア · 火災報知器など工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）特定省電力無線局（免許を要しない無線局）＊IEEE802.11b ／ g 無線 LAN 機器 上記の
機器などは Bluetooth と同じ電波の周波数帯を使用しています。上記の近くで本製品を使用すると電波の干渉が生
じるおそれがあります。本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業 · 科学 · 医療用機器などのほか工場の製
造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定省電力無線局（免許を要
しない無線局）が運用されています。●端末とは見通し距離で約 10m 以内で通信してください。建物の 構造や障害
物によっては通信距離が短くなる場合があります。特に鉄筋コンクリートなどを挟むと通信できないことがあります。
●電気製品（AV 機器 OA 機器 電子レンジなど） から 3m 以上 離して通信してください。テレビやラジオなどをご
使用の場合は、受信障害になる場合があります。●無線機や放送局の近くなどで正常に通信ができない場合は通信場
所を変更してください。




